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１ みき市議会だより192号
令和５年９月 定例会

▲ 三木市総合防災訓練・防災フェスティバル（9月24日 三木山総合公園陸上競技場）

9月
定例会
9月
定例会
9月
定例会

　

第
377
回
９
月
定
例
市
議
会
は
、
９
月
１
日
か
ら
29
日
ま

で
29
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

１
日
に
は
、
公
の
施
設
に
お
け
る
使
用
料
を
改
定
す
る

関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
制
定
、
補
正
予
算
、

決
算
の
認
定
な
ど
議
案
22
件
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
補
正
予
算
は
、
物
価
高
騰
の
影
響
を
受

け
て
い
る
子
育
て
世
帯
の
家
計
の
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
高
校
生
等
の
い
る
世
帯
に
対
し
、
高
校
生
等
一
人
あ

た
り
３
万
円
を
支
給
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
経
費
な
ど

が
、
そ
の
主
な
内
容
で
す
。

　

９
月
12
日
、
13
日
及
び
14
日
に
は
、
質
疑
・
一
般
質
問

を
行
っ
た
後
、
令
和
４
年
度
各
会
計
の
決
算
認
定
の
議
案

７
件
に
つ
い
て
閉
会
中
も
継
続
し
て
審
査
を
行
う
こ
と
を

決
定
し
、
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
（
関
連
記

事
16
面
）
。

　

29
日
に
は
残
る
議
案
15
件
の
う
ち
、
12
件
を
全
会
一

致
、
３
件
を
賛
成
多
数
で
可
決
す
る
と
と
も
に
、
市
長
か

ら
追
加
提
案
さ
れ
た
人
事
案
件
３
件
に
つ
い
て
、
全
会
一

致
で
同
意
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
請
願
３
件
に
つ
い
て
、
１
件
を
全
会
一
致
で
採

択
、
２
件
を
賛
成
少
数
で
不
採
択
と
す
る
と
と
も
に
議
員

か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見
書
案
１
件
を
全
会
一
致
で
可
決
し

ま
し
た
。

□おもな内容□
Ｐ２～4
　●定例会の動き
　●議案等の審議結果
　●意見書
　●賛否が分かれた案件
　●人事案件

Ｐ5～13
　●質疑・一般質問

Ｐ14～15
　●委員会視察報告

Ｐ16
　●決算特別委員会を設置
　●行政視察の受入
　●12月定例会のお知らせ

公
共
施
設
の
使
用
料
を
面
積
に
応
じ
た

料
金
に
改
定
す
る
関
係
条
例
等
を
可
決
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可　決
（賛成多数）　令和４年９月に策定した「三木市使用料・手数料の見直し方針」に基

づき、公共施設の使用料を規定する関係条例を改正する。改定後の料金
は現行料金の１.５倍を上限として、貸室の面積区分に応じた料金に改め
るため、所要の改正を行う。

三木市の公の施設における使用料を改定する関係条例の整備に関する条例
の制定について

可　決
（全会一致）

　令和４年９月に策定した「三木市使用料・手数料の見直し方針」に基
づき、督促手数料を規定する関係条例を改正する。督促状１通に係る手
数料を８０円から１００円に改めるため、所要の改正を行う。

督促手数料を改定する関係条例の整備に関する条例の制定について

可　決
（全会一致）

三木市税条例の一部を改正する条例の制定について

■開会 　 ■会期決定　 ■議案の提案説明
９月１日【本会議】

■議案・請願の審査

９月１９日・２１日・２２日・２６日
　　　　　　　 【常任委員会】

■審査報告書の検討
９月２８日【常任委員会】■議案の討論、採決

■追加議案（人事案件）の提案説明、採決
■請願の討論・採決
■意見書案の提案・採決　 ■閉会

９月２９日　【本会議】

■選挙管理委員会委員及び同補充員の選挙
■質疑・一般質問   ■議案・請願の付託先決定
■決算議案の継続審査決定

９月１２日・１３日・１４日　【本会議】

議案等の審議結果議案等の審議結果

条

例

等

定例会の動き定例会の動き

可　決
（賛成多数）

　昭和４６年４月から障がい者の生活の向上と福祉の増進に寄与するこ
とを目的として市独自で実施してきたが、現在では障害基礎年金や特別
障害者手当などの給付のほか、各種障害福祉サービス等が充実してきた
ため、三木市市民福祉年金条例を廃止する。

　地方税法等の改正に伴い、個人住民税及び軽自動車税に関係する規定
を改める。

三木市市民福祉年金条例を廃止する条例の制定について

可　決
（賛成多数）

　食材費の価格高騰のため、現行の学校給食費の額では、適正な給食を
提供することが困難であることから、三木市学校給食審議会に対し、学
校給食費について諮問したところ、質や量の維持のため改定することが
妥当との答申を受けたため、学校給食費を改める。

三木市学校給食費徴収条例の一部を改正する条例の制定について

　三木市公共施設再配置方針に基づき、三木勤労者体育センターの機能
を他の施設に集約し、当該体育館を廃止することに伴い、所要の改正を
行う。

三木市立体育館等設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制
定について 可　決

（全会一致）

三木市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

可　決
（全会一致）
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予

算

同　意
（全会一致）
同　意

（全会一致）

同　意
（全会一致）

教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて

人権擁護委員の推薦につき同意を求めることについて

固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて

可　決
（全会一致）

可　決
（全会一致）

可　決
（全会一致）

可　決
（全会一致）

令和５年度三木市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

令和５年度三木市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）

令和５年度三木市学校給食事業特別会計補正予算（第２号）

令和５年度三木市介護保険特別会計補正予算（第１号）

可　決
（全会一致）

　「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律」及び「特
定優良賃貸住宅の供給の促進に関する法律施行規則」の改正及び家族の多
様化に対応するため、市営住宅に同居できる者の条件を緩和し、配偶者等
からの暴力を受けた被害者、障がい者又は子育て世帯の住宅に困窮する者
が入居できるよう、所要の改正を行う。

三木市営住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定
について

可　決
（全会一致）

　市庁舎・みっきぃホール外壁・防水改修工事について、工事請負契約
の予定金額が条例に規定する額以上となったため、議会の議決を求める。

工事請負契約の締結について
可　決

（全会一致）

　「対象火気設備等の位置、構造及び管理並びに対象火気器具等の取扱
いに関する条例の制定に関する基準を定める省令」の改正に伴い、所要
の改正を行う。

三木市火災予防条例の一部を改正する条例の制定について 可　決
（全会一致）

　予算の総額に歳入歳出それぞれ６億４，１１０万６千円を追加し、３６６億７，４０４万
６千円とする。

（主な内容）
・物価高騰の影響を受ける子育て世帯の経済的負担を軽減するため、国
　の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用し、高校
　生等のいる世帯に対し、高校生等一人あたり３万円を支給するための
　経費を追加。                                                          
・「山田錦の郷活性化構想」の実現に向け、山田錦の館のトイレ等改修
　工事の経費を追加。　　　　　　　　　　　　　　　　 
・スマート農業機械等の導入による生産コストの低減や農地の集約化に取
　り組む経営体が導入する農業用機械に対する補助金を追加。                                                          
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・学校再編に伴い閉校した旧東吉川小学校敷地を有効活用するため、プ
　ールや幼稚園園舎等を解体・撤去するための経費を追加。
　　   
・令和５年５月、６月の豪雨により被災した道路や河川、農地、農業用
　施設の復旧のための経費を追加。　　　　　　　　　 
・条例の規定に基づき前年度の決算剰余金の２分の１以上を財政基金に
　積み立てるため、財政基金積立金を増額。　　　　　 　　　　　     
・官民連携により中央公民館等の複合施設整備を進めるため、基本計画
　策定等に係る債務負担行為を新たに追加。　　　　  

令和５年度三木市一般会計補正予算（第４号）

〔５，９８７万円〕

〔２，６２３万円〕

〔７，８０８万５千円〕

〔１億５，２３０万円〕

〔９，８２５万円〕

〔１億９，７０１万１千円〕

〔債務負担行為〕

人

事
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可　決
（全会一致）

不採択
（賛成少数）学校給食費を値上げしないことを求める請願

採　択
（全会一致）学校給食費を無償化するため政府への意見書提出を求める請願

不採択
（賛成少数）

国に、消費税インボイス制度（適格請求書等保存方式）の実施中止を
求める意見書の提出を求める請願

賛否が分かれた案件 賛成＝○　反対＝●

※1　松原久美子議員（公明党）は議長職のため、表決権はありません。

教育委員会委員の任命に同意
任期満了に伴い、梶　正義 氏（神戸市西区）を再任することに同意しました。

固定資産評価審査委員会委員の選任に同意
任期満了に伴い、小藤　貴雅 氏（別所町興治）を再任することに同意しました。

人権擁護委員の推薦に同意
任期満了に伴い、中井　靖子 氏（口吉川町桃坂）を再び推薦するとともに、森　美智子 氏（志染
町中自由が丘）を新たに推薦することに同意しました。

選挙管理委員会委員及び同補充員を選挙
選挙管理委員会委員に、
　　宮﨑　和歌子 氏（志染町東自由が丘）
　　廣田　清政 氏（福井）
　　山本　和民 氏（吉川町前田）
　　十王寺　強 氏（平田）

同補充員に、
　　穂積　豊彦 氏（吉川町貸潮）
　　寺本　善英 氏（志染町井上）
　　西馬　英雄 氏（平田）
　　前瀧　浩史 氏（吉川町東田）
　　　　　　　　　　　　を選出しました。

請

願

　昨今の物価高騰を受け、本市においても、国の交付金を活用し、保護者負担の軽減に努めているところである
が、保護者が負担する学校給食費は、義務教育にかかる様々な費用の中で最も重い負担となっている。
　仮に本市において無償化した場合、年間約2.6億円の一般財源が毎年必要となり、財政への影響も懸念される。
　よって、国におかれては、自治体の財政力によって給食制度の格差が生じないように、全国すべての学校給食
費を無償化するため、自治体への財政措置を行うことを強く要望する。

意

見

書

学校給食費を無償化するため財政措置を求める意見書

下記の事項を政府に要望しました。　　　　　　　　　（令和５年９月２９日可決、同日提出）

◆学校給食費を無償化するための財政措置を求める意見書

政 府 に 要 望 （要旨）

三木市の公の施設における使用料を改定する関係条例
の整備に関する条例

国に、消費税インボイス制度（適格請求書等保存方
式）の実施中止を求める意見書の提出を求める請願

三木市市民福祉年金条例を廃止する条例

三木市学校給食費徴収条例の一部改正

学校給食費を値上げしないことを求める請願

件　　　名
お
ぎ
は
ら
吉
江

板
東
　
聖
悟

大
眉
　
　
均

松
原
久
美
子

内
藤
　
博
史

古
田
　
寛
明

又
吉
　
健
二

西
垣
　
弘
志

泉
　
　
雄
太

初
田
　
　
稔

中
尾
　
司
郎

戸
田
　
昌
樹

川
端
　
敦
子

岸
本
　
和
也

堀
　
　
元
子

大
西
　
秀
樹

議
決
結
果

市民クラブ
（3名）

志誠会
（5名）

公明党
（2名）

日本共産党
（2名）

日本
維新
の会

公 政 会
（3名）

可決

可決

可決

不採択

不採択

○

●

○

●

●

○

●

○

●

●

○

○

○

●

●

○

●

○

●

●

○

○

○

●

●

○

○

○

●

●

○

○

○

●

●

○

○

○

●

●

○

●

●

○

○

○

○

●

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

●

●

●

●

●

○

○

●

●

●

○

○

○

○

○

●

●

※1

議 

長



５ みき市議会だより192号
令和５年９月 定例会

　
　

　

志
誠
会

　
　
　

堀　

元
子 

議
員　

【
質
疑
】

　

・
三
木
市
市
民
福
祉
年
金
条
例

　
　

を
廃
止
す
る
条
例

【
一
般
質
問
】

　

・
さ
ん
さ
ん
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

・
あ
じ
さ
い
フ
ロ
ー
ラ
み
き

　

・
三
木
市
市
民
福
祉
年
金
条
例

　
　

を
廃
止
す
る
条
例

さ
ん
さ
ん
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　

　
　

①
本
年
１
月
に
存
続
を
求
め

　
　

る
会
か
ら
の
市
長
へ
の
質
問

書
に
文
書
で
回
答
さ
れ
た
「
閉
鎖

の
４
つ
の
理
由
（
利
用
者
減
、
出

展
希
望
者
減
、
出
展
料
無
料
、
地

域
格
差
）
」

②
賃
料
の
発
生
す
る
民
間
施
設
の

利
用
の
解
消
も
閉
鎖
理
由
と
さ
れ

て
い
る
が
、
本
来
然
る
べ
き
時
期

に
早
期
に
賃
料
を
是
正
し
て
設
置

管
理
条
例
を
制
定
す
べ
き
で
な
か

っ
た
の
か

③
「
三
木
市
文
化
振
興
計
画
」
と

市
が
掲
げ
る
「
多
様
な
文
化
芸
術

活
動
の
促
進
や
参
加
機
会
の
提
供

の
推
進
」

④
柔
軟
で
弾
力
的
な
意
見
交
換
会

の
あ
り
方

　
　

①
利
用
者
や
出
展
希
望
者
の

　
　

減
少
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ

禍
以
前
と
以
降
の
傾
向
を
総
合
的

に
判
断
し
て
お
答
え
し
た
も
の
で

あ
る
。

　

市
全
体
で
利
用
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
あ
り
な

が
ら
、
緑
が
丘
地
区
に
し
か
な
く
、

地
域
的
に
不
均
衡
が
あ
っ
た
こ
と
、

受
益
関
係
が
明
確
な
施
設
で
あ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
無
料
で
の
利

用
を
続
け
て
き
た
こ
と
、
仮
に
有

料
化
し
て
も
、
無
料
で
も
相
当
の

空
き
日
数
が
出
て
い
た
状
況
に
あ

り
、
さ
ら
な
る
出
展
者
の
減
少
を

招
き
、
多
く
の
閉
館
日
が
発
生
す

る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
た
こ
と
、
施

設
運
営
に
つ
い
て
事
業
委
託
を
し

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事
務

の
ほ
と
ん
ど
を
公
民
館
職
員
が
行

っ
て
お
り
、
運
営
の
仕
方
に
課
題

が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
主
た
る
閉

鎖
理
由
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
閉
鎖

し
た
と
し
て
も
、
本
市
に
は
す
べ

て
の
地
域
に
市
立
公
民
館
が
あ
り
、

展
示
ス
ペ
ー
ス
の
利
用
状
況
に
空

き
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ギ
ャ
ラ

リ
ー
機
能
を
十
分
に
補
完
で
き
る

見
込
み
が
あ
る
と
の
総
合
的
な
判

断
で
閉
鎖
の
方
針
を
決
定
し
た
。

　

そ
れ
を
前
提
と
し
て
、
さ
ん
さ

ん
ギ
ャ
ラ
リ
ー
オ
ア
シ
ス
の
存
続

を
求
め
る
会
の
皆
様
と
の
意
見
交

換
会
を
令
和
５
年
度
に
６
回
、
通

算
で
８
回
開
催
し
て
い
る
。

　

市
と
し
て
は
、
市
立
公
民
館
の

展
示
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
意
向
で
あ
る
こ
と
、
ど

う
し
て
も
存
続
を
求
め
ら
れ
る
場

合
は
、
市
に
代
わ
り
運
営
を
担
う

団
体
と
な
っ
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
る
こ
と
、
そ
の
際
、
立
ち
上
げ

時
の
補
助
金
支
援
も
検
討
し
た
い

旨
な
ど
を
話
し
合
っ
て
い
る
。

　

そ
の
結
果
、
９
月
５
日
に
開
催

し
た
第
６
回
目
の
意
見
交
換
会
で
、

存
続
を
求
め
る
会
の
皆
様
か
ら
運

営
を
市
か
ら
引
き
継
ぐ
団
体
に
立

候
補
す
る
と
い
う
意
思
を
示
し
て

い
た
だ
い
た
。

　

こ
の
決
定
を
、
存
続
を
求
め
る

会
の
総
意
と
受
け
止
め
、
令
和
６

年
度
以
降
、
運
営
を
円
滑
に
引
き

継
い
で
い
け
る
よ
う
、
今
後
丁
寧

に
引
継
ぎ
を
進
め
て
い
き
た
い
。

②
市
立
公
民
館
の
よ
う
な
公
共
施

設
で
は
な
く
、
事
業
を
目
的
と
し

て
民
間
の
物
件
を
借
り
上
げ
て
い

る
施
設
で
あ
る
た
め
、
設
置
管
理

条
例
は
設
立
当
初
か
ら
制
定
し
て

い
な
い
。

③
利
用
者
の
活
動
は
、
三
木
市
文

問

答

　

９
月
12
日
、
13
日
、
14
日
に
質
疑
・
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
８
人

の
議
員
が
質
問
に
立
ち
、
議
案
を
は
じ
め
市
政
全
般
に
わ
た
り
理
事

者
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

そ
の
内
容
の
一
部
を
要
約
し
て
掲
載
し
ま
す
。

質
疑
・
一
般
質
問

質
疑
・
一
般
質
問
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化
振
興
計
画
に
あ
る
多
様
な
文
化

芸
術
活
動
の
促
進
や
参
加
機
会
の

提
供
の
推
進
に
資
す
る
も
の
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

④
市
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
本

会
議
や
常
任
委
員
会
な
ど
で
議
員

各
位
か
ら
い
た
だ
い
た
意
見
を
受

け
、
存
続
を
求
め
る
会
の
皆
様
と

の
意
見
交
換
会
を
継
続
し
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
市
か
ら
は
、
展
示
に

つ
い
て
は
市
立
公
民
館
の
利
用
を

提
案
し
た
り
、
市
か
ら
運
営
を
引

き
継
ぐ
意
思
が
あ
る
場
合
に
は
財

政
的
な
支
援
案
を
提
示
す
る
な
ど

柔
軟
に
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

　

公
政
会

　
　
　

泉　

雄
太 

議
員　

【
質
疑
】

　

・
三
木
市
一
般
会
計
補
正
予
算

【
一
般
質
問
】

　

・
公
営
住
宅
の
管
理
運
営

　

・
三
木
市
の
土
地
利
用

　

・
デ
マ
ン
ド
交
通
の
市
内
へ
の

　
　

導
入

三
木
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
債
務
負
担
行
為
補

正
）

　
　

　
　

中
央
公
民
館
等
複
合
施
設
整

　
　

備
基
本
計
画
策
定
業
務
等
委

託
事
業

①
４
千
４
６
０
万
と
い
う
巨
費
を

投
じ
て
委
託
す
る
理
由

ア　

委
託
事
業
者
と
市
の
役
割
分

担
、
事
務
の
範
囲
及
び
直
営
で
で

き
な
い
理
由

イ　

金
額
の
妥
当
性

ウ　

施
設
の
建
設
・
運
営
の
方
式

及
び
所
有
権

エ　

事
業
者
選
定
の
中
立
性
に
つ

い
て
市
民
に
伝
わ
る
説
明
を
求
め

る②
基
本
計
画
の
中
で
施
設
の
総
面

積
を
決
定
す
る
と
の
事
だ
が
、
４

公
共
施
設
と
商
工
会
議
所
の
必
要

面
積
を
差
し
引
い
た
面
積
が
小
さ

け
れ
ば
、
地
域
住
民
が
望
む
よ
う

な
民
間
施
設
の
誘
致
は
不
可
能
に

な
る
の
で
は
な
い
か

③
基
本
計
画
策
定
に
あ
た
り
、
前

回
の
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
よ
り

も
っ
と
詳
細
に
民
間
の
意
見
を
聞

く
機
会
の
必
要
性

④
事
業
対
象
敷
地
の
用
途
地
域
を

商
業
地
域
に
変
更
す
る
こ
と

　
　

①
ア　

本
事
業
は
、
４
つ
の

　
　

公
共
施
設
及
び
商
工
会
館
の

複
合
化
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
官

民
連
携
に
よ
る
施
設
整
備
を
想
定

し
て
い
る
た
め
、
市
と
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
事
業
者
（
以
下
「
コ
ン
サ

ル
」
と
い
う
。
）
で
役
割
分
担
を

し
な
が
ら
進
め
て
い
く
べ
き
事
業

で
あ
る
。
コ
ン
サ
ル
に
は
、
豊
富

な
経
験
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
て
、

特
に
官
民
連
携
手
法
に
よ
る
経
費

削
減
効
果
額
の
検
討
や
、
図
面
の

作
成
、
的
確
な
内
容
を
盛
り
込
ん

だ
民
間
事
業
者
募
集
要
項
等
の
作

成
、
高
度
な
専
門
性
を
要
す
る
契

約
書
の
作
成
な
ど
を
担
っ
て
も
ら

う
。
一
方
、
市
の
役
割
と
し
て
は
、

民
間
事
業
者
に
対
し
て
事
業
の
趣

旨
や
市
の
方
針
な
ど
を
説
明
し
、

事
業
の
進
捗
管
理
を
行
う
ほ
か
、

関
係
者
・
団
体
と
様
々
な
調
整
や

情
報
把
握
を
コ
ン
サ
ル
と
連
携
・

協
力
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

　

な
お
、
本
事
業
を
直
営
で
で
き

な
い
理
由
は
２
点
あ
り
、
一
つ
目

は
、
基
本
計
画
を
直
営
で
策
定
し

た
場
合
に
、
ノ
ウ
ハ
ウ
や
経
験
不

足
が
原
因
で
、
総
事
業
費
の
積
算

誤
り
な
ど
重
大
な
誤
り
を
犯
す
危

険
性
が
あ
る
こ
と
。
二
つ
目
は
、

長
期
間
に
わ
た
り
巨
額
の
費
用
を

要
す
る
事
業
に
つ
い
て
、
様
々
な

工
程
と
実
施
に
伴
う
リ
ス
ク
負
担

な
ど
を
的
確
に
契
約
に
反
映
す
る

こ
と
な
ど
、
高
度
な
専
門
性
を
要

す
る
事
務
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。

イ　

複
合
施
設
の
整
備
に
関
す
る

本
業
務
に
実
績
の
あ
る
数
社
か
ら

の
見
積
書
に
よ
り
試
算
し
た
金
額

を
も
と
に
適
正
に
上
限
を
設
定
し

問

答
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て
い
る
。

ウ　

基
本
計
画
の
策
定
を
進
め
て

い
く
中
で
、
他
市
の
事
例
や
実
績

な
ど
を
勘
案
し
、
官
民
連
携
の
手

法
や
運
営
、
所
有
方
法
に
つ
い
て

も
コ
ン
サ
ル
と
相
談
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
く
。

エ　

コ
ン
サ
ル
と
と
も
に
作
成
す

る
実
施
方
針
な
ど
を
基
に
、
公
募

型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
な
ど
に
よ
っ
て
、

広
く
民
間
事
業
者
の
提
案
を
受
け

る
こ
と
か
ら
、
事
業
者
選
定
の
中

立
性
は
保
た
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

②
基
本
計
画
で
は
、
民
間
事
業
者

の
柔
軟
な
提
案
や
ア
イ
デ
ア
を
広

く
い
た
だ
く
た
め
に
も
、
コ
ン
セ

プ
ト
な
ど
の
基
本
的
な
事
項
に
つ

い
て
の
み
明
記
す
る
こ
と
を
想
定

し
て
い
る
。
た
だ
し
、
本
事
業
の

主
た
る
目
的
は
、
公
共
施
設
の
適

正
規
模
・
適
正
配
置
を
進
め
る
公

共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
あ
る
た

め
、
延
べ
床
面
積
の
縮
減
と
施
設

稼
働
率
の
向
上
を
第
一
義
と
し
て

考
え
て
い
る
。

　

地
域
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
が
求

め
ら
れ
て
い
る
の
は
理
解
す
る
が
、

本
事
業
は
老
朽
化
し
た
施
設
の
建

替
え
・
集
約
化
を
中
心
に
着
実
に

進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
る
。　

③
令
和
５
年
２
月
に
実
施
し
た
サ

ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
で
も
、

興
味
を
持
っ
た
民
間
事
業
者
が
参

画
の
可
能
性
を
視
野
に
入
れ
、
手

を
挙
げ
て
い
た
だ
い
た
と
認
識
し

て
お
り
、
今
後
、
民
間
事
業
者
の

意
見
を
聴
く
機
会
を
設
け
る
こ
と

も
慎
重
に
検
討
す
る
。

④
変
更
の
必
要
性
、
変
更
の
範
囲

及
び
変
更
し
た
場
合
の
周
辺
地
域

へ
の
影
響
等
を
精
査
す
る
必
要
が

あ
る
。
現
時
点
に
お
い
て
、
用
途

地
域
の
変
更
は
予
定
し
て
い
な
い
。

し
か
し
、
複
合
施
設
の
整
備
も
含

め
、
用
途
地
域
の
変
更
が
地
域
の

ま
ち
づ
く
り
に
必
要
で
あ
れ
ば
、

関
係
各
課
と
調
整
を
行
い
、
検
討

を
進
め
る
。

　
　

民
間
事
業
者
か
ら
の
提
案
施

　
　

設
に
つ
い
て
は
、
後
か
ら
基

本
計
画
に
上
乗
せ
で
き
る
の
か
。

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
民
間
施
設
に

す
る
か
を
指
定
す
る
の
か
。

　
　

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調

　
　

査
と
同
様
に
、
民
間
事
業
者

の
参
入
に
つ
い
て
も
、
検
討
い
た

だ
く
。

　

基
本
計
画
に
は
、
４
つ
の
公
共

施
設
と
商
工
会
館
に
必
要
な
面
積

が
明
示
さ
れ
る
。
民
間
事
業
者
に

提
案
い
た
だ
き
た
い
施
設
を
公
募

型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
仕
様
書
に
明

示
し
て
公
募
す
る
。
そ
の
際
、
地

域
か
ら
の
意
見
要
望
も
聞
い
た
う

え
で
仕
様
書
を
作
成
す
る
こ
と
に

な
る
。

　
　

元
々
の
市
の
中
心
市
街
地
に

　
　

お
け
る
巨
大
な
公
共
事
業
で

あ
り
、
基
本
的
に
は
公
営
公
共
施

設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
は

理
解
す
る
が
、
民
間
の
活
力
を
生

か
し
、
財
源
に
と
ら
わ
れ
ず
、
よ

り
良
い
施
設
に
、
と
い
う
考
え
方

で
や
っ
て
い
た
だ
け
な
い
か
。

　
　

ま
ち
づ
く
り
と
し
て
ど
う
い

　
　

う
も
の
が
必
要
で
あ
る
か
十

分
に
検
討
し
て
や
っ
て
い
く
。
あ

く
ま
で
市
の
公
共
施
設
を
一
つ
に

ま
と
め
る
こ
と
が
メ
イ
ン
で
あ
る

が
、
ま
ち
の
活
性
化
は
民
間
の
資

金
を
調
達
し
て
や
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

市
民
ク
ラ
ブ

　

又
吉　

健
二 

議
員　

【
質
疑
】

　

・
三
木
市
市
民
福
祉
年
金
条
例

　
　

を
廃
止
す
る
条
例

　

・
三
木
市
学
校
給
食
費
徴
収
条

　
　

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

【
一
般
質
問
】

　

・
学
校
給
食
の
あ
り
方

　

・
教
職
員
の
働
き
方
改
革

　

・
小
中
一
貫
校
の
推
進

教
職
員
の
働
き
方
改
革

　
　

　
　

①
病
休
・
産
育
休
に
お
け
る

　
　

代
替
教
員
の
配
置

②
教
職
員
の
勤
務
実
態
と
超
過
勤

務
是
正

④
部
活
動
の
地
域
人
材
の
活
用

⑤
教
員
業
務
支
援
員
（
Ｓ
Ｓ
Ｓ
）

の
現
状
と
拡
充

　
　

①
令
和
５
年
９
月
１
日
時
点

　
　

で
、
市
内
小
・
中
・
特
別
支

③
保
護
者
と
の
連
絡
ツ
ー
ル
「
（

※
）
す
ぐ
ー
る
」
の
活
用

問

問答

答

答

問
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援
学
校
に
お
い
て
、
産
前
・
産
後

休
暇
及
び
育
児
休
業
教
員
の
代
替

教
員
は
、
す
べ
て
配
置
で
き
て
い

る
。
し
か
し
、
病
気
休
暇
教
員
の

代
替
教
員
を
配
置
で
き
て
い
な
い

ケ
ー
ス
が
１
件
あ
る
。

②
県
教
育
委
員
会
か
ら
の
通
知
に

基
づ
き
、
記
録
簿
に
教
職
員
が
出

退
勤
時
刻
を
記
録
し
管
理
職
が
把

握
し
て
い
る
。
記
録
簿
は
、
教
職

員
用
パ
ソ
コ
ン
電
源
の
オ
ン
・
オ

フ
に
連
動
し
、
自
動
的
に
在
校
時

間
等
が
記
録
さ
れ
る
。

　

市
教
育
委
員
会
は
、
各
学
校
の

記
録
簿
を
集
約
し
、
教
職
員
の
勤

務
実
態
を
把
握
し
て
お
り
、
必
要

に
応
じ
て
管
理
職
へ
の
指
導
を
行

っ
て
い
る
。
超
過
勤
務
時
間
が
多

い
教
職
員
に
つ
い
て
は
、
各
学
校

の
管
理
職
が
指
導
し
た
り
、
担
当

業
務
を
分
担
さ
せ
た
り
し
て
、
超

過
勤
務
時
間
が
適
正
に
な
る
よ
う

に
努
め
て
い
る
。

③
「
す
ぐ
ー
る
」
の
利
点
と
し
て
、

学
校
と
家
庭
間
で
速
や
か
に
連
絡

が
取
れ
る
こ
と
や
、
教
職
員
の
業

務
負
担
軽
減
等
が
挙
げ
ら
れ
、
各

学
校
に
お
い
て
目
的
に
合
っ
た
機

能
を
選
択
し
て
活
用
し
て
い
る
。

④
令
和
５
年
度
は
、
中
学
校
に
部

活
動
の
外
部
指
導
者
と
し
て
、
部

活
動
指
導
員
５
名
と
部
活
動
指
導

補
助
員
８
名
を
配
置
し
て
い
る
。

⑤
令
和
５
年
度
は
、
１
名
を
任
用

し
て
お
り
、
市
内
の
小
・
中
学
校

３
校
に
曜
日
を
割
り
振
っ
て
配
置

し
、
教
員
の
事
務
的
な
業
務
の
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

病
気
休
暇
職
員
の
代
替
教
員

　
　

が
未
配
置
の
学
校
で
の
対
応

と
学
校
運
営
へ
の
影
響
は
。

　
　

管
理
職
や
加
配
教
員
等
が
授

　
　

業
を
代
わ
り
に
行
っ
た
り
、

事
務
を
み
ん
な
で
分
担
し
た
り
し

な
が
ら
業
務
を
補
っ
て
い
る
。
子

ど
も
た
ち
の
学
び
に
影
響
が
出
な

い
こ
と
を
第
一
に
考
え
、
学
校
全

体
で
補
い
な
が
ら
学
校
運
営
を
行

っ
て
い
る
。

　
　

教
職
員
の
勤
務
実
態
に
つ
い

　
　

て
、
パ
ソ
コ
ン
の
入
電
、
切

電
だ
け
で
正
し
い
勤
怠
管
理
が
で

き
て
い
る
の
か
。

　
　

記
録
簿
は
必
要
に
応
じ
て
手

　
　

入
力
も
可
能
で
あ
る
。
管
理

職
が
定
期
的
に
記
録
簿
を
つ
け
て

い
る
か
を
確
認
し
て
、
教
職
員
の

勤
務
実
態
を
正
確
に
把
握
す
る
よ

う
に
し
て
い
る
。

　
　

超
過
勤
務
へ
の
意
識
を
高
め
、

　
　

的
確
な
指
導
と
働
き
方
改
革

に
つ
な
げ
る
た
め
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

へ
の
移
行
は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

　
　

現
段
階
で
は
、
タ
イ
ム
カ
ー

　
　

ド
の
導
入
の
検
討
は
し
て
い

な
い
が
、
開
発
が
進
ん
で
い
る
統

合
型
の
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
が
あ

り
、
タ
イ
ム
カ
ー
ド
な
ど
の
時
間

管
理
機
能
を
さ
ら
に
統
合
で
き
れ

ば
、
効
率
的
な
学
校
運
営
に
活
用

で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
今
後
の
開

発
の
動
向
に
注
視
し
、
効
果
的
な

導
入
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

※
す
ぐ
ー
る　

学
校
と
家
庭

や
地
域
を
つ
な
ぐ
こ
と
を
目

的
に
開
発
さ
れ
た
教
育
現
場

向
け
オ
ン
ラ
イ
ン
連
絡
シ
ス

テ
ム
ア
プ
リ
。
文
章
の
送
付

や
欠
席
・
遅
刻
の
連
絡
な
ど

が
行
え
る
。

　

志
誠
会

　

戸
田　

昌
樹 

議
員　

【
質
疑
】

　

・
三
木
市
一
般
会
計
補
正
予
算

【
一
般
質
問
】

　

・
吉
川
の
ま
ち
づ
く
り

　

・
大
型
施
設
建
設

吉
川
の
ま
ち
づ
く
り

　
　

　
　

①
吉
川
地
区
の
小
中
一
貫
校

　
　

ア　

吉
川
高
校
閉
校
後
の
跡

地
が
候
補
地
の
一
つ
と
な
っ
て
い

る
経
緯

問

問

答問

問

答

答
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イラスト：こゆり

イ　

吉
川
高
校
や
地
元
住
民
と
の

協
議

②
山
田
錦
の
郷
活
性
化
構
想

ア　

市
が
考
え
る
開
駅
後
の
ビ
ジ

ョ
ン
や
特
色

イ　

吉
川
町
の
抱
え
る
、
人
口
減

少
や
、
農
家
の
担
い
手
不
足
な
ど

の
問
題
と
の
関
わ
り
方

③
吉
川
Ｉ
Ｃ
を
活
用
し
た
観
光
客

誘
致

ア　

三
宮
か
ら
高
速
バ
ス
を
利
用

し
た
吉
川
町
へ
の
観
光
の
可
能
性

イ　

吉
川
Ｉ
Ｃ
か
ら
山
田
錦
の
館

ま
で
の
ア
ク
セ
ス

　
　

①
ア　

吉
川
地
域
に
お
け
る

　
　

小
中
一
貫
校
の
候
補
地
は
、

教
育
委
員
会
で
適
地
と
な
る
場
所

の
メ
リ
ッ
ト
や
課
題
を
集
約
し
、

選
定
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

イ　

地
域
や
保
護
者
な
ど
の
意
見

を
幅
広
く
聴
く
た
め
、
地
域
協
議

会
の
発
足
に
向
け
、
委
員
選
定
な

ど
の
準
備
を
し
て
い
る
。
地
域
協

議
会
で
は
、
新
し
い
学
校
が
目
指

す
児
童
生
徒
像
の
骨
子
な
ど
の
基

本
構
想
や
学
校
施
設
の
在
り
方
、

候
補
地
等
を
含
め
た
協
議
を
進
め

て
い
く
予
定
で
あ
る
。

②
ア　

道
の
駅
開
駅
後
の
山
田
錦

の
館
の
入
込
客
数
は
、
現
在
の
1.5

倍
で
あ
る
年
間
60
万
人
を
目
標
と

し
て
い
る
。
ハ
ー
ド
面
の
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
に
加
え
、
農
産
物
及
び
加

工
品
を
含
め
た
取
扱
商
品
の
充
実

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

開
駅
が
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
山

田
錦
の
聖
地
と
し
て
、
地
域
再
生

事
業
に
今
後
も
地
域
の
方
々
と
と

も
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

イ　

課
題
解
決
へ
の
取
組
の
一
環

と
し
て
、
山
田
錦
の
郷
の
指
定
管

理
者
で
あ
る
株
式
会
社
吉
川
ま
ち

づ
く
り
公
社
と
協
力
し
て
、
地
域

活
性
化
に
つ
な
が
る
様
々
な
事
業

を
展
開
す
る
こ
と
な
ど
を
検
討
し

て
い
る
。
今
後
、
関
係
者
及
び
地

域
の
方
々
と
調
整
し
て
い
く
。

③
ア　

高
速
バ
ス
の
利
便
性
の
高

さ
は
、
吉
川
町
の
魅
力
の
一
つ
と

し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

イ　

吉
川
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か

ら
地
域
を
巡
る
移
動
手
段
が
大
変

難
し
い
課
題
で
あ
り
、
車
以
外
で

来
ら
れ
る
方
の
誘
致
策
と
し
て
は
、

三
宮
と
吉
川
図
書
館
を
結
ぶ
路
線

バ
ス
を
活
用
し
た
観
光
メ
ニ
ュ
ー

づ
く
り
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

８
月
17
日
付
の
新
聞
記
事
の

　
　

市
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
内
に
、

「
県
の
意
向
次
第
だ
が
、
小
中
一

貫
校
の
候
補
地
の
一
つ
と
し
て
、

現
在
の
吉
川
高
校
の
場
所
を
考
え

て
い
る
」
と
記
載
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
記
事
を
読
み
、
小
中
一
貫
校

の
場
所
が
吉
川
高
校
跡
地
に
決
ま

っ
た
と
認
識
し
た
市
民
が
い
る
が
、

市
長
の
真
意
を
聞
き
た
い
。

　
　

吉
川
高
校
の
閉
校
が
決
ま
っ

　
　

た
後
、
地
域
住
民
の
方
々
か

ら
も
意
見
を
直
接
耳
に
す
る
機
会

が
多
く
あ
り
、
市
長

と
し
て
の
見
解
を
述

べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

候
補
地
は
、
他
に
も

複
数
想
定
さ
れ
る
と

思
わ
れ
る
。
今
後
発

足
す
る
地
域
協
議
会

の
皆
様
の
御
意
見
を

お
聴
き
し
な
が
ら
、

総
合
的
な
見
地
に
立

ち
、
教
育
委
員
会
と

と
も
に
場
所
の
選
定

を
し
て
い
き
た
い
。

　

候
補
地
に
つ
い
て
、

市
長
と
し
て
、
政
治
家
と
し
て
の

思
い
を
述
べ
た
こ
と
に
対
し
、
誤

解
を
さ
れ
た
と
の
指
摘
を
受
け
る

の
は
心
外
で
あ
る
。

　

仮
に
市
長
が
何
も
発
言
し
な
け

れ
ば
、
何
を
考
え
て
い
る
の
か
分

か
ら
な
い
、
市
と
し
て
の
ビ
ジ
ョ

ン
は
な
い
の
か
、
と
お
聞
き
に
な

る
方
も
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
こ
う
し

た
議
論
を
進
め
る
た
め
に
、
あ
え

て
個
人
の
思
い
で
述
べ
た
こ
と
は

御
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

答

問答
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公
明
党

　

内
藤　

博
史 

議
員　

【
質
疑
】

　

・
三
木
市
市
民
福
祉
年
金
条
例

　
　

を
廃
止
す
る
条
例

【
一
般
質
問
】

　

・
学
校
給
食
費
の
改
定

　

・
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
不
妊
・

　
　

去
勢
手
術
費
の
一
部
助
成
制

　
　

度

　

・
健
康
福
祉
行
政

　

・
若
者
施
策

　

・
防
災
対
策

飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
不

妊
・
去
勢
手
術
費
の
一
部

助
成
制
度

　
　

　
　

①
申
請
状
況
、
問
い
合
わ
せ

　
　

状
況

②
運
用
上
の
課
題
な
ど
活
用
さ
れ

る
団
体
か
ら
の
お
声

③
自
治
会
や
地
域
住
民
の
反
応

　
　

①
令
和
５
年
７
月
１
日
に
制

　
　

度
を
開
始
し
て
か
ら
、
こ
れ

ま
で
に
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
不

妊
・
去
勢
手
術
に
係
る
助
成
金
の

申
請
は
２
件
あ
り
、
手
術
を
予
定

し
て
い
る
猫
の
数
は
33
匹
で
あ
る
。

ま
た
、
申
請
以
外
に
、
こ
の
制
度

に
関
す
る
問
合
せ
が
自
治
会
等
か

ら
３
件
入
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

②
申
請
団
体
か
ら
、
交
付
申
請
や

実
績
報
告
の
際
に
、
手
術
対
象
の

猫
の
写
真
を
添
付
す
る
必
要
が
あ

る
が
、
近
づ
く
と
逃
げ
て
し
ま
っ

た
り
、
い
つ
も
い
る
場
所
に
い
な

か
っ
た
り
す
る
な
ど
の
理
由
か
ら
、

撮
影
に
苦
労
さ
れ
て
い
る
と
聞
い

て
い
る
。
猫
の
写
真
を
添
付
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
適
正
に
助
成

制
度
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
上
で

必
要
な
手
続
き
で
あ
る
こ
と
を
申

請
団
体
に
説
明
し
、
理
解
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
。

　

ま
た
、
申
請
団
体
の
要
件
と
し

て
、
活
動
さ
れ
る
地
域
の
方
を
２

名
以
上
登
録
し
て
い
た
だ
く
こ
と

と
し
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
も
苦
労

さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
聞
い
て

い
る
。
こ
の
制
度
は
、
地
域
の
住

民
が
飼
い
主
の
い
な
い
猫
を
見
守

っ
て
い
く
地
域
猫
活
動
に
対
す
る

地
域
の
協
力
や
理
解
を
得
る
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
て
お
り
、
団
体

要
件
の
趣
旨
を
丁
寧
に
説
明
し
、

理
解
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

③
飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
よ
る
ふ

ん
尿
の
臭
い
等
の
被
害
が
あ
る
自

治
会
等
か
ら
は
、
当
該
制
度
や
そ

れ
に
伴
う
地
域
猫
活
動
に
つ
い
て
、

前
向
き
に
賛
同
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
。

　

一
方
、
（
※
）
Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
を

す
る
団
体
が
い
な
い
た
め
、
こ
の

制
度
の
利
用
が
で
き
な
い
と
い
う

声
も
あ
る
。
市
と
し
て
は
、
Ｔ
Ｎ

Ｒ
活
動
や
地
域
猫
活
動
に
つ
い
て

市
民
へ
の
周
知
や
啓
発
を
通
じ
、

こ
の
事
業
に
参
加
し
て
い
た
だ
く

団
体
を
増
や
し
て
い
く
た
め
の
取

組
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

現
状
を
考
え
る
と
予
算
が
足

　
　

り
な
く
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、

追
加
補
正
も
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

こ
の
制
度
の
目
的
は
、
飼
い

　
　

主
の
い
な
い
猫
の
数
を
減
ら

し
、
生
活
環
境
を
守
る
こ
と
で
あ

る
た
め
、
今
後
の
申
請
及
び
助
成

金
の
交
付
状
況
を
見
な
が
ら
、
不

足
す
る
予
算
に
つ
い
て
は
補
正
予

算
で
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
　

助
成
事
業
の
財
源
と
し
て
、

　
　

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
金
を

活
用
し
て
い
る
自
治
体
も
多
い
こ

と
か
ら
、
三
木
市
で
も
ふ
る
さ
と

納
税
の
活
用
項
目
に
、
「
動
物
愛

護
」
の
項
目
を
追
加
し
て
は
ど
う

か
。

　
　

令
和
５
年
度
か
ら
助
成
を
開

　
　

始
し
た
ば
か
り
の
事
業
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
申
請
状
況
や
予
算

執
行
状
況
を
勘
案
し
て
、
ふ
る
さ

と
納
税
等
の
寄
附
制
度
を
使
っ
て

の
財
源
確
保
が
必
要
か
ど
う
か
今

後
検
討
し
て
い
く
。

※
Ｔ
Ｎ
Ｒ　

猫
を
捕
獲
し

（
Ｔ
ｒ
ａ
ｐ
）
、
避
妊
・
去

勢
手
術
を
施
し
（
Ｎ
ｅ
ｕ
ｔ

ｅ
ｒ
）
、
元
の
生
活
場
所
に

戻
す
（
Ｒ
ｅ
ｔ
ｕ
ｒ
ｎ
）
こ

と
。
地
域
住
民
へ
の
ト
ラ
ブ

ル
を
減
ら
し
、
猫
の
殺
処
分

数
を
減
ら
す
の
に
有
効
と
言

わ
れ
て
い
る
。

問

問答

答

問答
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▲不妊手術済みである猫は、
　目印として耳の先端を
　V字カットされる。

　
日
本
共
産
党

　
大
眉
　
均 

議
員
　

【
質
疑
】

　

・
三
木
市
学
校
給
食
費
徴
収
条

　
　

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

・
三
木
市
営
住
宅
の
設
置
及
び

　
　

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

　
　

を
改
正
す
る
条
例

　

・
三
木
市
一
般
会
計
補
正
予
算

【
一
般
質
問
】

　

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　

・
デ
マ
ン
ド
型
交
通

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
　

　
　
①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

　
　
発
行
状
況

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
ト
ラ

ブ
ル
へ
の
対
応

③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
健
康

保
険
証
と
の
一
体
化

ア
　
健
康
保
険
証
を
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
に
登
録
し
て
い
る
人
数

イ
　
来
年
秋
の
健
康
保
険
証
廃
止

の
中
止
・
延
期

ウ
　
資
格
確
認
書
の
発
行

　
　

①
令
和
５
年
８
月
末
現
在
、

　
　

総
務
省
が
公
表
し
て
い
る
本

市
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付

者
数
は
５
万
５
千
３
百
６
人
で
、

保
有
率
は
73
・
９
％
と
な
っ
て
い

る
。

②
市
で
は
現
在
の
と
こ
ろ
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
と
公
金
受
取
口
座
と
の

紐
づ
け
誤
り
等
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ

い
て
、
国
や
市
民
か
ら
事
案
の
報

告
や
連
絡
は
受
け
て
い
な
い
。

③
ア　

令
和
５
年
７
月
18
日
時
点

で
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
１

万
５
千
２
百
46
人
の
う
ち
58
・
６

％
で
あ
る
８
千
９
百
33
人
が
登
録

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

加
入
者
で
は
、
１
万
４
千
６
百
25

人
の
う
ち
53
・
８
％
で
あ
る
７
千

８
百
74
人
が
登
録
し
て
い
る
。

イ　

共
同
通
信
社
か
ら
７
月
中
旬

に
依
頼
が
あ
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に

対
し
て
、
市
か
ら
は
健
康
保
険
証

廃
止
を
延
期
す
べ
き
で
あ
る
と

回
答
し
て
い
る
。
理
由
と
し
て
、

全
国
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
健
康
保

険
証
の
紐
づ
け
誤
り
等
が
報
告
さ

れ
て
お
り
、
誰
も
が
安
心
し
て
マ

イ
ナ
保
険
証
を
利
用
で
き
る
体
制

が
整
っ
て
か
ら
、
現
行
の
健
康
保

険
証
を
廃
止
す
べ
き
と
考
え
て
い

る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
全

国
知
事
会
や
全
国
市
長
会
を
通
じ
、

健
康
保
険
証
を
廃
止
し
て
も
、
従

来
ど
お
り
必
要
な
医
療
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
体
制
の
整
備
と
周

知
に
つ
い
て
要
望
を
行
っ
て
い
る
。

ウ　

マ
イ
ナ
保
険
証
を
保
有
し
て

い
な
い
方
が
保
険
診
療
を
受
け
る

た
め
に
必
要
な
氏
名
、
被
保
険
者

番
号
、
自
己
負
担
割
合
な
ど
を
記

載
し
た
資
格
確
認
書
の
交
付
に
つ

い
て
は
、
国
は
マ
イ
ナ
保
険
証
を

保
有
し
て
い
な
い
方
に
申
請
に
よ

ら
ず
交
付
す
る
方
針
を
発
表
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
保
有

し
て
い
る
方
の
う
ち
、
施
設
に
入

所
し
て
い
る
方
な
ど
配
慮
が
必
要

な
方
に
対
し
て
は
、
申
請
に
よ
り

資
格
確
認
書
を
交
付
で
き
る
こ
と

も
併
せ
て
示
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
市
の
事
務
手

続
の
詳
細
は
、
ま
だ
示
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、
事
務
を
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
か
現
時
点
で
は
分
か

ら
な
い
。
国
か
ら
詳
細
が
示
さ
れ

た
ら
、
確
実
に
資
格
確
認
書
を
渡

せ
る
よ
う
に
体
制
を
整
え
る
。

　
　
国
等
に
対
し
て
健
康
保
険
証

　
　
廃
止
の
延
期
・
中
止
を
求
め

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
が
、
市

長
と
し
て
の
見
解
を
問
う
。

　
　

７
月
中
旬
に
依
頼
が
あ
っ
た

　
　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、

今
の
状
況
で
あ
れ
ば
、
延
期
す
べ

き
で
あ
る
と
市
と
し
て
は
考
え
て

い
る
。

　

た
だ
、
世
界
の
趨
勢
の
中
、
デ

ジ
タ
ル
化
が
遅
れ
て
い
る
日
本
に

お
い
て
は
、
進
め
る
べ
き
だ
と
思

っ
て
い
る
。

　

こ
の
議
論
は
国
会
で
是
非
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

問

問

答

答
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▲マイナンバーカード総合サイトはこちら

▲日本骨髄バンクは
　こちら

▲兵庫県 骨髄バンク
　ドナー登録につい
　てはこちら

　
日
本
共
産
党

　
板
東
　
聖
悟 

議
員
　

【
質
疑
】

　

・
三
木
市
市
民
福
祉
年
金
条
例

　
　

を
廃
止
す
る
条
例

【
一
般
質
問
】

　

・
生
活
保
護
行
政

　

・
高
齢
者
温
泉
施
設
等
利
用
助

　
　

成
券
廃
止

　

・
骨
髄
等
移
植
ド
ナ
ー
助
成
事

　
　

業
骨
髄
等
移
植
ド
ナ
ー
助
成

事
業

　
　

　
　
①
県
の
助
成
制
度
の
内
容

　
　
②
県
内
の
助
成
制
度
を
設
け

て
い
る
市
町

③
他
市
町
の
予
算
規
模

④
三
木
市
の
実
施
予
定

　
　

兵
庫
県
で
は
、
令
和
３
年
度

　
　

か
ら
骨
髄
等
提
供
者
の
負
担

を
軽
減
し
、
骨
髄
提
供
し
や
す
い

環
境
を
作
り
、
骨
髄
等
移
植
率
の

向
上
を
図
る
た
め
、
兵
庫
県
骨
髄

等
移
植
ド
ナ
ー
助
成
事
業
補
助
制

度
を
開
始
し
た
。

　

こ
の
補
助
制
度
は
、
骨
髄
等
の

提
供
を
行
っ
た
個
人
に
対
し
て
で

は
な
く
、
提
供
者
に
助
成
を
実
施

す
る
県
内
市
町
に
対
し
補
助
す
る

も
の
で
あ
る
。
補
助
対
象
と
な
る

経
費
は
、
ド
ナ
ー
が
骨
髄
等
を
提

供
し
た
日
数
×
２
万
円
で
、
上
限

は
10
日
と
な
る
。
補
助
率
は
、
市

が
助
成
し
た
額
の
２
分
の
１
と
な

っ
て
い
る
。
骨
髄
等
の
提
供
者
が

助
成
を
受
け
る
た
め
に
は
、
居
住

地
の
市
町
が
助
成
事
業
を
設
け
て

い
る
必
要
が
あ
る
。

②
令
和
５
年
４
月
現
在
で
、
県
内

29
市
中
22
市
が
事
業
を
実
施
済
み

で
あ
る
。
近
隣
で
は
明
石
市
、
加

古
川
市
、
高
砂
市
、
小
野
市
が
事

業
を
実
施
し
て
い
る
。

③
近
隣
市
の
予
算
規
模
と
し
て
は
、

令
和
５
年
度
当
初
予
算
で
、
明
石

市
40
万
円
、
加
古
川
市
80
万
円
、

高
砂
市
60
万
円
、
小
野
市
40
万
円

と
な
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
１
回

当
た
り
最
大
20
万
円
の
助
成
と
し

て
予
算
計
上
さ
れ
て
い
る
。

　

助
成
額
の
実
績
は
１
回
当
た
り

18
万
円
か
ら
20
万
円
と
な
っ
て
い

る
。

④
本
市
の
骨
髄
等
移
植
ド
ナ
ー
助

成
に
つ
い
て
は
、
既
に
実
施
に
向

け
て
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　
　
実
施
に
向
け
た
検
討
を
進
め

　
　
て
い
る
と
は
、
ど
の
よ
う
な

内
容
の
検
討
を
し
て
い
る
の
か
。

　
　

県
の
補
助
制
度
を
活
用
す
る

　
　

形
で
検
討
し
て
い
る
。

　
　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど

　
　
う
進
め
る
の
か
。

　
　

令
和
６
年
度
の
予
算
編
成
の

　
　

中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

○
具
体
的
な
時
期
も
分
か
っ
た
の

で
、
ぜ
ひ
良
い
形
の
制
度
に
な
る

よ
う
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
日
本
維
新
の
会

お
ぎ
は
ら 

吉
江 

議
員
　

【
質
疑
】

　

・
三
木
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　

・
工
事
請
負
契
約
の
締
結

【
一
般
質
問
】

　

・
認
知
症
対
策

　

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の

　
　

整
備

　

・
障
害
者
福
祉

　

・
各
小
中
学
校
に
お
け
る
学
校

　
　

整
備
の
安
全
管
理

問答

問答

問答
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▲金属探知機を使って校庭に埋まったくぎ
　を探す教員たち

▲文部科学省
　「学校の「危機管理マニュアル」
　等の評価・見直しガイドライン」
　はこちら

各
小
中
学
校
に
お
け
る
学

校
整
備
の
安
全
管
理

　
　

　
　

①
安
全
管
理
体
制
の
構
成

　
　

②
危
険
箇
所
を
予
防
的
に
点

検
す
る
方
法

　
　

①
学
校
に
お
け
る
不
審
者
対

　
　

策
と
し
て
、
本
市
で
は
、
全

学
校
の
正
門
付
近
な
ど
が
映
る
よ

う
に
、
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て

い
る
。

　

不
審
者
の
侵
入
等
、
学
校
内
で

事
案
が
発
生
し
た
際
に
は
、
全
学

校
に
設
置
し
て
い
る
県
警
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
に
よ
り
、
ボ
タ
ン
一
つ
で

警
察
に
通
報
す
る
シ
ス
テ
ム
も
取

り
入
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
市
内
の
小
学
校
、
特
別

支
援
学
校
を
７
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に

分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
警
察
官
を
経

験
さ
れ
た
学
校
安
全
指
導
員
を
配

置
し
て
お
り
、
学
校
内
外
を
巡
回

し
て
、
不
審
者
の
発
見
に
努
め
る

と
と
も
に
、
児
童
生
徒
及
び
教
職

員
に
対
し
て
安
全
指
導
を
行
っ
て

い
る
。

　

な
お
、
市
教
育
委
員
会
発
行
の

三
木
市
教
職
員
危
機
管
理
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
や
各
学
校
で
作
成
し
て
い

る
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
不
審

者
侵
入
に
関
す
る
防
犯
対
策
を
定

め
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
対
応
で

き
る
よ
う
、
教
職
員
に
周
知
徹
底

し
て
い
る
。

　

学
校
外
に
お
け
る
不
審
者
へ
の

遭
遇
も
想
定
し
、
三
木
警
察
署
と

連
携
し
て
、
児
童
生
徒
を
対
象
に

防
犯
教
室
を
実
施
し
た
り
す
る
な

ど
、
安
全
教
育
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

②
各
小
学
校
に
設
置
し
て
い
る
遊

具
は
、
毎
月
の
点
検
及
び
専
門
業

者
に
よ
る
３
年
に
１
回
の
点
検
を

実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
毎
月
の
点
検
は
、
教
育

委
員
会
で
作
成
し
た
安
全
点
検
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、
教
職
員
が

目
視
、
触
診
等
に
よ
り
点
検
し
て

い
る
。
点
検
内
容
は
、
定
期
的
に

教
育
委
員
会
に
報
告
す
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
、
学
校
で
対
応
が
で

き
な
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
学
校

長
が
内
容
を
整
理
し
て
速
や
か
に

教
育
委
員
会
に
報
告
す
る
こ
と
に

し
て
い
る
。

　
　

市
内
の
各
小
・
中
学
校
の
危

　
　

機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
、

学
校
へ
の
不
審
者
侵
入
対
策
で
重

要
視
さ
れ
る
校
門
か
ら
校
舎
ま
で

の
三
段
階
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
（
学

校
敷
地
内
へ
の
侵
入
防
止
、
学
校

の
敷
地
内
で
の
発
見
・
排
除
、
校

舎
内
へ
の
侵
入
防
止
）
に
つ
い
て

記
載
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　

他
市
で
起
こ
っ
た
学
校
へ
の

　
　

不
審
者
侵
入
事
案
を
受
け
て
、

文
科
省
か
ら
令
和
５
年
度
中
に
危

機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
修
正
を
す

る
よ
う
通
知
が
あ
り
、
す
べ
て
の

学
校
・
園
に
お
い
て
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
修
正
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
善
に
と
ど
ま

ら
ず
、
教
職
員
の
学
校
安
全
に
係

る
実
質
的
な
対
応
能
力
を
強
化
で

き
る
よ
う
、
不
審
者
侵
入
へ
の
対

応
や
防
止
に
つ
い
て
、
改
め
て
教

職
員
間
で
意
識
の
共
有
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

　
　

令
和
５
年
４
月
、
東
京
都
杉

　
　

並
区
の
小
学
校
の
校
庭
で
児

童
が
体
育
の
授
業
中
に
転
倒
し
た

際
、
地
面
か
ら
突
き
出
た
く
ぎ
で

裂
傷
を
負
う
事
故
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
事
故
を
受
け
て
、
市
内
各

小
・
中
学
校
の
校
庭
で
ど
の
よ
う

な
点
検
を
行
っ
た
の
か
。

　
　

本
市
で
は
各
学
校
に
校
庭
等

　
　

に
お
け
る
危
険
物
の
確
認
、

除
去
等
を
行
う
よ
う
通
知
し
、
あ

わ
せ
て
、
８
月
か
ら
市
内
の
全
学

校
・
園
で
金
属
探
知
機
を
使
用
し
、

再
度
校
庭
等
に
お
け
る
危
険
物
の

確
認
、
除
去
な
ど
を
実
施
し
て
い

る
。　
　

問答

問 問答

答
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告報察視会員委

◎ 総務文教常任委員会

視察日　７月24日（月）～２5日（火）　

視察先・調査項目　
愛媛県今治市　　学校給食
岡山県瀬戸内市　ふるさと納税の取組
岡山県　　　　　有機農作物の普及

学校給食 （今治市）
　　市内共通メニューではなく、２１調理場ごとに献立を作成しているため、１つの調理
　場で使用する野菜、果物の必要数は少なくなり、地元の農作物を取り入れやすく、手作
　りにこだわった給食を提供していた。
　　三木市で学校給食に有機農作物を取り入れるためには、地産地消推進のための補助事
　業や、地元ＪＡの協力など、農業者の負担軽減を図り、農業者を育成するとともに、保
　護者のみならず市全体で地産地消や有機農作物に対する関心を高め、学校給食をより良
　くしようという食育の取組が必要であると感じた。

ふるさと納税の取組 （瀬戸内市）
　令和元年から導入した「瀬戸内市ｅ街ギフト」は、ふるさと納税の返礼品を「品物」
で受け取るのではなく、「市内でサービス」を受けるもので、観光との親和性が高い。
旅先にて、その場でスマートフォンから寄附してすぐに商品券が発行され、市内加盟店
で決済できる。そのため、返礼品となる「品物」がなくふるさと納税に参加できなかっ
た事業者でも参加できるなどの多くのメリットがあった。

有機農作物の普及 （岡山県）
　岡山県では昭和６３年から全国に先駆け
て有機農作物の普及に取り組んでおり、国
の有機ＪＡＳ規格より厳しい基準を定めて
「おかやま有機無農薬農産物」として認証
している。生産された農作物は、生産面で
手間がかかるが収量は少なく既存の流通ル
ートに乗らず、消費者まで届きにくいなど
課題が多くあった。
　有機無農薬農作物の普及のためには、生
産者の直売、学校給食での利用、販売協力
店の確保、道の駅・マルシェなどでの販売
など、地域での生産・加工・流通・消費の
体制をつくるとともに、農家の手間を価格
に転嫁できるような支援など、地域ぐるみ
の取組が必要であると感じた。

所感（抜粋） ▲今治市役所

▲瀬戸内市役所
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◎ 民生産業常任委員会

視察日　７月２6日（水）～２7日（木）

視察先・調査項目　
愛知県春日井市　重層的支援体制整備事業
静岡県伊豆市　   都市計画区域の拡大と土地
　　　　　　　 利用制度
　　　　　　　（区域区分の廃止）
静岡県長泉町　　地域公共交通

重層的支援体制整備事業 （春日井市）
　行政の縦割り組織の仕組みでは対応しきれない問題に対応するため、各課と連携し横
断的に取りまとめる地域福祉包括化推進員を配置している。
　支援の行き届かない制度の狭間にある方への支援を充実させていく必要性を感じると
ともに、現場で対応する担当者にとっても、様々な部署との連携によって、相談を受け
止める助けになると感じた。

都市計画区域の拡大と土地利用制度（区域区分の廃止） （伊豆市）
　都市計画の見直しに際して、専門性を持った人材による組織体制の構築や検討委員会
の委員構成において、学識経験者に加えて、県都市計画部局及び農地部局の参画、オブ
ザーバーとして国の土地利用調整官や地方整備局も参画することでバランスがとれ、ス
ムーズに事業を進めていた。
　国・県を巻き込み、明確な目標を持って約10年間かけて都市計画を見直しており、そ
の際に多くの自治体を参考に進めていることからも、三木市においても他市の事例を研
究する必要性を感じた。

所感（抜粋）

地域公共交通 （長泉町）
　デマンド乗合タクシーは、既存の路線バス
の廃止に伴い、地元と町で協議し３年間の実
証運行後、令和２年より本格運行に移行した
が、収支率及び乗合率について、数値目標を
定めていた。
　また、バス停までの移動が困難な町民への
外出支援等を目的とした、マイナンバーカー
ドを活用したタクシー利用助成事業を実施し
ている。
　三木市では高齢者バス等運賃助成など、紙
の利用券が中心となっていることから、マイ
ナンバーカードの活用などについても今後研
究が必要であると感じた。▲長泉町役場

▲伊豆市役所
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11月28日（火）
12月 7 日（木）
　　 11日（月）
　　12日（火）

22日（金）

議案上程・市長提案説明

質疑・一般質問

予備日
討論・採決等

本会議の様子を
ラジオ

「エフエム三木」
（76.1ＭＨｚ）
で生放送します

次回定例市議会は下記の日程で行う予定です。

あなたも議会を傍聴してみませんか？

※いずれも午前10時から開催する予定です。
　詳しくは議会事務局までお問い合わせいただく
　か、市のホームページをご覧ください。

　令和４年度各会計決算の認定を求める７件の議案が９月定例会に提出されたことに伴い、
議員７名で構成する決算特別委員会を設置しました。
　決算特別委員会は、各会計が適切かつ効果的に財政執行されたかどうかをチェックすると
ともに、市議会の意見を今後の市政に反映させることを目的としています。
　なお、各会計決算については、閉会中も継続して審査を行ったうえ、12月定例会で審査
報告を行い、結論を出す予定です。

◆◆◆　決算特別委員会を設置　◆◆◆◆◆◆　決算特別委員会を設置　◆◆◆

令和４年度三木市一般会計歳入歳出決算の認定について
令和４年度三木市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について
令和４年度三木市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について
令和４年度三木市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定について
令和４年度三木市学校給食事業特別会計歳入歳出決算の認定について
令和４年度三木市水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について
令和４年度三木市下水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について

閉会中の継続審査となった議案

行政視察の受入

三木市議会では、他市町村からの行政視察を受け入れています。
令和５年７月１日から９月30日までの受入状況は次のとおりです。

7月10日

7月12日

7月18日

8月 8日

8月17日

月 日 市町村名 委員会名・会派名 調　査　事　項

岐阜県恵那市

東京都狛江市

山形県新庄市

静岡県富士宮市

佐賀県嬉野市

市民福祉委員会

自由民主党　明政クラブ

新政・結の会

キセキ

総務企画常任委員会

書かない窓口について

デマンド型交通「チョイソコみき」について

みきで愛（出会い）サポートセンターについて

みきで愛（出会い）サポートセンターの取組について

スマートシティの実現に向けた取組について

◎内藤博史　　古田寛明　　川端敦子　　　泉　雄太
○板東聖悟　　大西秀樹　　おぎはら吉江

◎委員長　○副委員長　(議席順)


